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特定健診（若年20～39歳）（国保40～74歳）（後期高齢75歳以上）は1月31日まで、
乳がん(30歳以上)・子宮がん検診（20歳以上）は11月30日まで、歯周疾患検診（40･50･60･70
歳）は1月31日まで受診できます！

け 便りん こ う

【お問い合わせ先】健康センター  ☎52-7154　メール：kenhuku@town.kumamoto-hikawa.lg.jp　保健師

　高齢化社会を見据えて「医療費適正化」と「健康寿命の延伸」のために、国は動き出しています。
　みなさんの生活にも影響が出てくるかもしれない？！法律の流れと国の方向性についてお知らせします。

町の指導率5％上げるのに、前年度より10人増えることが必要

特定健診受診率1％上げるのに新たに33人増えることが必要
   　　“　　　　  5％上げるのに、新たに161人増えることが必要

ご希望の方は健康センター ☎52-7154 までご連絡ください

これから変わる！「保険者努力支援制度」のしくみ

まだまだ間に合います!!!

医療保険制度改革法（H27.5.27成立）
国民健康保

険の安定化

都道府県が財政運営の責任主体

健康づくりに頑張っている町には
お金をたくさんあげるよ～♪

頑張らんとやらんばい！

健診を受けること、健康のため
に生活を見直すことをすると、
医療費も抑えられて保険料が
上がらないでいいのね♪

町の役割
保健事業の中心的役割

県の役割
H30～
国保財政運営の中心的役割

国

頑張っているかどうかを
見るための指標［　　　   ］
医療費の増減率

特定健診受診率

特定保健指導率

ジェネリック医薬品の使用
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氷川町の相談窓口※相談は無料です

熊本県の相談窓口

※電話またはメールで健康福祉課保健師
へ予約をお願いします。

☎52-7154（健康センター直通）
kenhuku@town.kumamoto-hikawa.lg.jp

◆メンタルヘルス相談
内　容：臨床心理士によるカウンセリング
日　時：毎月最終月曜14：00～17：00
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：臨床心理士　井田博子

■精神的葛藤と苦悩に関する相談
　熊本いのちの電話   24時間 年中無休
　☎096-353-4343
■「今感じている不安な気持ち、つらいこと。

話してみませんか。」
　7月1日12：00から24時間無料受付
　熊本地震いのちの電話
　☎0120-87-4343（はなそう  しみじみ）

◆心療内科医師相談
内　容：受診したいがなかなか受診でき

ない方のために心療内科医が相
談を受けます

相談日：希望に合わせて医師と調整します
時　間：13：30～15：00
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：荒木幹太 医師

（荒木医院／熊本労災病院心療内科医師）

♥♥ こころの健康コーナー

【お問い合わせ先】　氷川町役場　健康福祉課　保健師
　　　　　　　　　☎52-7154（健康センター）

　あなたの身近な人の健康状態に変化はありませんか？　
　調子が悪いと感じても、自分からなかなか言い出せなかったり相談でき
なかったりすることがあります。
　眠れない、食欲がない、口数が少なくなったなど、身近な人の様子が「い
つも」と違った時、どんなことができるでしょう。
　身近な人の「変化」や、「助けを求めるサイン」に気づき、打ち明けるきっ
かけを作ってくれる人が周囲にいることで、適切な行動や支援につながっ
ていきます。

※引用：災害後のこころのケアについて（熊本県精神保健福祉センター）

何を行うにしても重要なことは、「楽しく行う」ことです。嫌いなことや、やりたくな
いことを無理強いするのは、ストレスや自信喪失につながり逆効果になります。

 氷川町認知症キャラバンメイトだより

気づき支え合う

第43号
～脳を活性化させるには～

快刺激で・笑顔で 心地よい刺激や、笑うことにより、ドパミンという脳内物質が放出され、意欲が出
てきます。

コミュニケーションで安心 社会との接触が失われると、認知機能の低下を促進させます。友人や家族などと
楽しく過ごすことが大切です。

役割・日課をもつ 人の役に立つ・役割をもつことなどを日課に取り入れることが日常生活を充実さ
せ、認知機能を高めます。

褒める・褒められる 褒めても、褒められてもドパミンがたくさん放出されます。脳を活性化させる学
習や活動を行うときは、褒めて、やる気が起きるようにすることが大切です。

認知症に関する相談会
　日　時：毎月第1木曜日（14時30分～）
　場　所：宮原福祉センター
　相談員：精神保健福祉士・介護支援専門員
　※相談会以外にも、地域包括支援センターでは随時
　相談をお受けします。（土日祝日除く 8：30～17：00）

相談・問い合わせ先
　　地域包括支援センター（宮原福祉センター内）  ☎62-3456
　　健康福祉課保健予防係（健康センター）　       ☎52-7154

変化やサインに気づいたら、声をかけ、
話すきっかけを作りましょう。

「認知症サポーターキャラバン」とは
「認知症サポーター」を養成し、認知症になっても安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいます。
認知症サポーターは認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守り支援する応援者です。
認知症サポーター養成講座は住民の方、金融機関、やスーパーマーケットの従業員、小中学校の生徒などを
対象に実施しています。氷川町で受講いただいた方、延1,232人（Ｈ28．7.1現在）です。平成28年度は100人
以上の養成をめざしています。

引用：認知症サポーター育成ステップアップ講座用テキスト（全国キャラバンメイト連絡協議会）

声かけ

どうしたの？なんだか
つらそうだけど・・・

何か悩んでいる？
よかったら話して

元気ないけど
大丈夫？

何か力になれる
ことはない？
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立神峡だより
立神熊野座神社秋の例大祭が開催されました

　立神峡には上宮・中宮・下宮の３つの社があり、立神熊
野座神社は下宮にあたります。立神熊野座神社は、景行天
皇13（皇紀743）年に創建されたと言われており、毎年10月
8日の夜と10月9日の２日間は町指定無形文化財「立神熊
野座神社神楽」が奉納されています。古くは平安時代から
営々と踊り続けられ現在に至っているといわれています。6
年に一度持ち回りで役が回ってきますが今年は上組の担
当で準備を行いました。
　まず、氏子総出で鳥居の大しめ縄づくりから開始し、その
後それぞれの社の縄結いと移ります。鳥居の大しめ縄づく
りは幸いにもベテランがいて、立派なしめ縄が完成しまし
た。登り旗を立て、社殿の清掃、供物の準備、幕のつけ、行
燈など「立神熊野座神社神楽」に向けて準備を進めました。
　その後、夜になり、三神宮の神官の祝詞奏上の後、神楽
が奉納されます。太鼓・笛・ジャガリンの演奏に合わせ舞子
が踊るわけですが、今年は、宮原小学校6年生の作村葵君
（立神）が踊り手を務めました。その幻想的で優雅な舞は
永々と伝統に培われ、見る人の心を魅了し感動させます。
　また、祭りは地区の人たちとの交流の場、情報交換の場
でもあります。無事例大祭も終わり五穀豊穣と山の神の守
り神様にしっかりと奏上できたと思います。この模様はテ
レビタミンにも放映されて立神峡の広報にも一役買ってく
れました。
　昨今は、後継者不足の為に、伝統行事が無くなりつつあ
りますが、今を生きる人たちが、しっかりと伝えることが大
切だと思います。

　好評につき今年も立神峡里山フェスタを開催します。当日は体験コーナーや、
イノシシ、鹿などのジビエ料理など盛りだくさんの内容です。
　皆さまぜひ立神峡にお越しください。

※出店希望者は11月11日（金）までに立神峡管理棟までご連絡ください。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲踊り手を務めた作村葵くん（立神）

▲立派なしめ縄が出来ました

◆日時：平成28年11月23日（水）10:00～16:00
◆場所：立神峡里地公園管理棟周辺
◆内容：竹細工・竹笛作り・駒打ち・巣箱作り・火打石の体験
　イノシシ鍋・鹿肉カレ－・モクズガニ鍋など

今年も立神峡里山フェスタを開催します
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心と体の健康づくり ひかわスポーツクラブだより!!

教室情報

新 刊 図 書

開館時間
平　日　10時～18時　木曜　10時～20時
土日曜　10時～17時
休館日
月曜・祝日　※詳しくはスタッフにお尋ねください。

【お問い合わせ先】  八火図書館　☎62-3489　  http://www.hikawa-lib.jp/info/hakka/
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一般書 児童書
「ジブリの仲間たち」

（鈴木　敏夫）
「ねらわれた王座」
（ジェニファー・Ａ・ニールセン）

「パッチワーク教室」
（ブティック社）

「「学校あるなしクイズ」
北海道へいこう」

（夢現舎）

「平澤興　一日一言」
（平澤　興）

「いのりの石」
（こやま　峰子）

「「ひと粒五万円！」
世界一のイチゴの秘密」

（白石　拓）

「世界のあいさつことば学」
（稲葉　茂勝）

「一日一日、強くなる」
（伊調　馨）

「綾瀬はるか「戦争」を聞くⅡ」
（ＮＥＷＳ23取材班）

「三浦綾子　366のことば」
（森下　辰衛）

「なかよしおまもり、きいた？」
（松井　ラフ）

「二世」
（尾崎　裕哉）

【お問い合わせ先】
氷川町文化センター内　ひかわスポーツクラブ事務所　
☎:52-5860　FAX:52-7060　齋藤

クラブの取組は公式facebookより　『ひかわスポーツクラブ』で検索

融和・健康・地域の元気づくり

子どもスポーツ教室
（対象：年少～小３）
◆日　程：11月6日、27日（日）　 
◆時　間：10時～11時30分　
◆会　場：すぱーく竜北　
◆費　用：クラブ会員無料
　　　　  会員外500円

骨盤体操・ヨガ教室（対象：中学生以上）
◆日　程：11月5日、19日（土）　　 
◆時　間：骨盤体操9時30分～10時20分
　　　　　ヨガ10時30分～12時　
◆会　場：氷川町公民館和室　
◆費　用：各教室　  1,000円
　　　　 セット割り1,700円

大人のダンススクール
（対象：どなたでも参加できます）
◆日　程：11月2・9・16・30日（水）
◆時　間：20時～21時
◆会　場：野津交流館　
◆費　用：500円

※最新情報はひかわスポーツクラブで検索！

バドミントン
◆会　場：氷川中学校体育館　
◆時　間：19時30分～21時

11月の教室変更情報

読
書
の
秋
、本
を
読
み
ま
し
ょ
う
！

　
10
月
27
日
㈭
か
ら
11
月
９
日
㈬
ま

で
読
書
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。読
書

週
間
は「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
平
和
な

文
化
国
家
を
作
ろ
う
」と
い
う
目
的
で

昭
和
22
年
か
ら
始
め
ら
れ
、今
年
で
70

回
目
と
な
り
ま
す
。今
年
度
の
標
語
は
、

『
い
ざ
、読
書
。』

　
さ
あ
ど
う
ぞ
、八
火
図
書
館
で
ま
ず

一
冊
借
り
て
み
ま
せ
ん
か
。

読
書
感
想
文
、感
想
画
を
募
集
し
ま
す
。

　
読
書
週
間
を
記
念
し
て
読
書
感
想

文
と
読
書
感
想
画
を
募
集
し
ま
す
。指

定
の
図
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
由
に
読

書
を
し
て
感
想
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
小
、中
学
校
の
作
品
は
、学
校
で
実

施
し
ま
す
。幼
児
や
高
校
生
以
上
の
作

品
は
、図
書
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
は
12
月
９
日
㈮
で
す
。

※
原
稿
用
紙
と
応
募
の
き
ま
り
は
、図

書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
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風
し
ん
抗
体
検
査
の
お
し
ら
せ

　
妊
婦
が
妊
娠
の
前
半
期（
20
週
頃
ま
で
）

に
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、赤
ち
ゃ
ん
の
目

や
耳
、心
臓
な
ど
に
障
が
い
を
も
っ
て
生
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、妊

娠
・
出
産
を
考
え
て
い
る
女
性
や
そ
の
ご
家

族
は
、事
前
の
風
し
ん
予
防
が
大
切
で
す
。

　
熊
本
県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検
査

を
行
い
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
熊
本
県
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
】

　
採
血
検
査
で
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
を

持
っ
て
い
る
か
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
　
象

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者

な
ど
の
同
居
者

②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い（
Ｈ
Ｉ
法
で
16

倍
以
下
）妊
婦
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

◆
対
象
外

①
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人

②
風
し
ん
の
予
防
接
種（
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
）を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人

③
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

◆
検
査
実
施
期
間

　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

◆
申
込
先

八
代
保
健
所
ま
た
は
健
康
セ
ン
タ
ー

（
宮
原
振
興
局
総
務
振
興
課
で
も
受
付

が
出
来
ま
す
）

◆
検
査
実
施
場
所

各
医
療
機
関（
県
の
指
定
が
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
八
代
保
健
所
　
保
健
予
防
課

　
☎
33･

３
２
２
９

　
健
康
福
祉
課
　

　
保
健
予
防
係（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
52･
７
１
５
４

お
と
な
の
風
し
ん
予
防
接
種
の
お

知
ら
せ

　
氷
川
町
で
は
、先
天
性
風
し
ん
症
候
群

（
妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
赤
ち
ゃ
ん
の

目
や
耳
、心
臓
な
ど
に
障
が
い
を
持
つ
可
能

性
が
あ
る
病
気
）を
予
防
す
る
た
め
に
、風

し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
方
に
対
し
て
風
し
ん

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、事
前
に
健
康
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
宮
原
振
興
局
総
務
振
興
課
で
お
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

①
熊
本
県
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
に
お
い

て
、予
防
接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

②
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
で
過
去
の

風
し
ん
抗
体
検
査
に
お
い
て
、Ｈ
Ｉ
法
で

16
倍
以
下（
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で
８
倍

未
満
）の
人

※
妊
娠
の
経
験
が
あ
る
方
は
妊
娠
中
の
抗

体
検
査
結
果
で
確
認
で
き
ま
す
。母
子

健
康
手
帳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
外

①
定
期
の
予
防
接
種
対
象
者（
１
歳
～
２
歳

未
満
児
お
よ
び
保
育
園
幼
稚
園
の
年
長
児
）

②
妊
娠
中
お
よ
び
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
女
性

③
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た

後
、風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人

④
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

◆
助
成
対
象

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
、ま
た
は
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

◆
実
施
期
間

　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

◆
接
種
回
数
お
よ
び
助
成
金
額

　
１
人
１
回
、６
千
円
を
上
限

　
※
償
還
払
い
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み
お
よ
び
請
求
書
提
出
先

健
康
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
宮
原
振
興
局
総

務
振
興
課

◆
請
求
書
提
出
期
限

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

実
施
医
療
機
関
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

お
知
ら
せ

町
よ
り

保
健
予
防

竜北福祉センターは11月21日（月）から給湯器設備工事のため、入浴の利用を休止いたします。
ご迷惑をおかけしますが、工事期間中は宮原福祉センターをご利用いただくなど、ご協力お願いいたします。

11月21日（月）～平成29年１月４日（水）
※大広間などの利用は、毎週月曜を除く9時から17時まで利用ができます。

15時～21時
日曜日及び12月31日（土）～平成29年１月３日（火）は休館

◆工事期間

◆浴室利用時間

竜北福祉センター入浴利用休止のお知らせ

【お問い合わせ先】　氷川町社会福祉協議会　☎52-5075

宮原福祉センター
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
　

　
保
健
予
防
係（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
52･
７
１
５
４
　

町
営
桜
ヶ
丘
団
地
入
居
者
募
集

　
町
営
桜
ヶ
丘
団
地
の
入
居
者
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

◆
住
宅
の
概
要

※
町
営
住
宅
内
で
動
物
を
飼
育
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん（
盲
導
犬
な
ど
を
除
く
）。

◆
申
込
資
格

①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

②
同
居
親
族（
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
）が
あ
り
、暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

③
国
税
・
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
過
去
１
年
間
の
世
帯
所
得
が
月
額

15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※
次
に
掲
げ
る
人
が
い
る
場
合
は
、世
帯
所

得
の
基
準
額
が
月
額
21
万
４
千
円
と
な

り
ま
す
。

◦
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

　（
身
体
１
～
４
級
・
精
神
１
～
２
級
）

◦
小
学
校
就
学
前
の
児
童

※
こ
の
ほ
か
、公
営
住
宅
法
お
よ
び
氷
川

町
営
住
宅
条
例
に
基
づ
き
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
書
提
出
先

建
設
下
水
道
課
お
よ
び
宮
原
振
興
局
総

務
振
興
課

※
申
請
書
は
氷
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

◆
申
込
期
限

　
11
月
１
日
㈫
～
11
月
22
日
㈫

問
建
設
下
水
道
課	

管
理
係

　
☎
52
・
５
８
５
６

平
成
28
年
度
氷
川
町
成
人
式

　
新
成
人
者
の
対
象
と
な
る
の
は
、平
成

８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日

生
涯
学
習

住
　
宅

「あいさつ運動」一斉行動の日、再スタートします！
『人と人をつなぐあいさつができる氷川っ子を育てましょう』

氷川町では今年度より、毎月15日を「あいさつ運動」一斉行動の日とし、
学校・家庭・地域・行政が一体となった町民全体でのあいさつ運動を始めています。
その第１回目を4月15日に各学校で趣向を凝らした出発式を計画していましたが、
熊本地震のために中止せざるを得ませんでした。
そこで、来る11月15日（火）に改めて取組を行うことになりました。

通学路での「おはよう」「行ってらっしゃい」の声かけをよろし
くお願いします

◆日時　11月15日（火）　7:30～8：00

「あいさつ運動」一斉行動の日は毎月15日
（7:30～8:00）に実施しています。
※15日が休日、祝日の場合はその前日

氷川町小中学校運営協議会

みんながあいさつをかわすまち
子どもたちの見守りを地域全体で行うまち

子どもたちが安心してくらせるまちをつくりましょう。

桜ヶ丘団地
行政区 桜ヶ丘

募集部屋 7 棟 703 号室
校　区 宮原小／氷川中

住宅の
概　要

昭和 57 ～ 62 年建設／
鉄筋コンクリート構造
2 階建て／ 3DK ／床面
積 61 ～ 66㎡

家　賃 14,200 ～ 21,100 円
駐車場 有り（1 台 500 円）
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ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、現
在
氷
川
町
に
住

所
を
有
す
る
方
、も
し
く
は
竜
北
中
学
校
・

氷
川
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
で
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、案
内
状
を
送
付
し
て
お

り
ま
す
。出
欠
の
報
告
が
ま
だ
の
方
は
、急

い
で
同
封
の
返
信
は
が
き
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、お

早
め
に
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、成
人
式
の
実
行
委
員
も
併
せ
て

募
集
い
た
し
ま
す
。自
分
た
ち
の
力
で
成
人

式
の
運
営
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。興
味
の
あ
る
方
は
同
じ
く
生
涯
学

習
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
平
成
29
年
１
月
３
日
㈫

　
◦
受
　
付
　
９
時
15
分
　

　
◦
開
　
式
　
10
時

◆
場
　
所
　

　
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂

　（
島
地
６
４
２
番
地
）

問
氷
川
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　

　
☎
52･

５
８
６
０

『
第
11
回「
次
世
代
」育
成
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
ⅰ
ｎ
氷
川
町
』の
開
催

　
氷
川
町
で
は
、｢

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
か
ら
、人
づ
く
り
は
心
づ
く
り
か
ら｣

を

合
言
葉
に
小
学
校
、中
学
校
と
地
域
社
会

が
連
携
協
働
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
心
身
の
育
成
と
学
力
の
充
実
に
努

め
る
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
氷
川
町
教
育
委
員
会
、氷
川
町
お
よ
び

八
代
市
中
学
校
組
合
教
育
委
員
会
、氷
川

町
教
育
研
究
会
、氷
川
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
は
合
同
で
、｢

次
世
代｣

を
育
て
る
教

育
環
境
を
醸
成
す
る
た
め
、今
年
で
第
11

回
目
と
な
る「
次
世
代
」育
成
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
氷
川
町
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、宮
原
小
学
校
・
氷
川

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
発
表
や
、６

月
か
ら
10
月
ま
で
の
５
ヶ
月
間
、益
城
町
立

益
城
中
学
校
に
熊
本
地
震
後
の
支
援
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
氷
川
中
学
校
の
矢
鉾
清
一
郎
教

諭
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、宮
城
県
石
巻
市
か
ら
蛇
田
中
学

校
の
今
泉
良
正
校
長
を
講
師
に
招
き
、東
日

本
大
震
災
後
の
地
域
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス

ク
ー
ル
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
講
演
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ま
の
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
　
時

　
11
月
４
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
場
　
所
　

　
氷
川
町
公
民
館
　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

問
学
校
教
育
課
　
☎
62
・
３
３
１
３

家
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
統
計
局
と
熊
本
県
で
は
、毎
月
、

統
計
法
に
基
づ
く「
家
計
調
査
」を
実
施
し

て
お
り
、平
成
29
年
２
月
か
ら
氷
川
町
で

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
家
計
調
査
は
、世
帯
に
お
け
る
家
計
の

収
支
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
、国
や
都
道

府
県
の
経
済
政
策
や
社
会
政
策
を
立
て
る

た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

　
調
査
の
内
容
は
、主
に
家
計
簿
を
記
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。県
知
事
か
ら
任

命
を
受
け
た
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
に

伺
い
ま
し
た
ら
、調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
員
に
は
統
計
調
査
で
集
め
ら
れ
た

個
人
情
報
に
つ
い
て
、守
秘
義
務
が
課
せ
ら

れ
る
ほ
か
、調
査
票
は
集
計
が
完
了
し
た
の

ち
、統
計
局
で
溶
解
処
分

す
る
な
ど
、個
人
情
報
に

つ
い
て
厳
重
に
保
護
し
て

い
ま
す
。

問
熊
本
県
企
画
振
興
部
統
計
調
査
課

　
☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
１
７
９

無
料
・
匿
名
で
エ
イ
ズ
検
査
が
受

け
ら
れ
ま
す

　
八
代
保
健
所
で
は
、12
月
１
日
の「
エ
イ

ズ
デ
ー
」に
無
料
・
匿
名
で
エ
イ
ズ
検
査
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
日
　
時
　

　
12
月
１
日
㈭
13
時
30
分
～
19
時

　
※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
お
こ
る
病
気
で
す
。全
国
で
は
毎

年
約
１
５
０
０
人
の
方
が
新
た
に
エ
イ
ズ

の
感
染
者
・
患
者
数
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。特
に
診
断
さ
れ
た
と
き
に
は
約
３
割

の
方
が
エ
イ
ズ
を
発
症
さ
れ
て
お
り
、早
期

発
見
の
た
め
の
検
査
の
機
会
を
の
が
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
感
染
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方
は
、大
切
な

人
へ
の
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

【
八
代
保
健
所
に
お
け
る
エ
イ
ズ
検
査
】

※
電
話
に
よ
り
事
前
予
約
が
必
要
で
す

※
肝
炎（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）検
査
と
性
感
染
症

（
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、梅
毒
）検
査
も
同

時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
検
査
実
施
日
時

　
毎
週
木
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

◆
夜
間
検
査
実
施
日
時

　
第
３
木
曜
日
　
17
時
～
18
時
30
分

◆
検
査
内
容
　
血
液
検
査

教
　
育

県
よ
り
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◆
検
査
結
果
　

採
血
後
約
１
時
間
程
度
で
お
知
ら
せ
し

ま
す（
肝
炎
検
査
と
性
感
染
症
検
査
の

結
果
は
１
週
間
後
）。

問
八
代
保
健
所
　
保
健
予
防
課

　
☎
33･

３
２
２
９

裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

の
発
送

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に

全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
29
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
人
に
は
、11
月
中
旬
に
通
知
し

ま
す
。

　
こ
の
通
知
は
、平
成
29
年
２
月
か
ら
平

成
30
年
２
月
頃
ま
で
の
間
に
、裁
判
員
に

選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、通
知
と
併
せ
て
お
送
り
す
る
調

査
票
は
、候
補
者
の
事
情
を
把
握
し
、１
年

を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
。こ
の
調
査
票
で

辞
退
を
申
し
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、実
際

の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際

に
お
送
り
す
る
質
問
票
や
裁
判
の
当
日
に

辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。

　
裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
熊
本
地
方
裁
判
所	

総
務
課

　
☎
０
９
６
・
２
４
１
・
８
９
２
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
パ
ー

ト
職
員
募
集

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、パ
ー
ト

職
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。80
人
の
会

員
の
方
と
、楽
し
く
仕
事
を
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。業
務
は
事
務
職
が
主
な
も
の
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
で
、ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
入
力

が
で
き
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
社
会
保
険
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
勤
務
場
所
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
ス
パ
ー
ク
竜
北
横
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
）

◆
勤
務
時
間
　
８
時
～
12
時

　（
１
日
４
時
間
で
週
20
時
間
）

　
※
土
日
祭
日
は
休
み

◆
賃
　
金
　
時
給
８
０
０
円

　
※
試
用
期
間
６
ヶ
月
は
７
５
０
円

◆
応
募
方
法

履
歴
書
を
11
月
21
日
17
時
ま
で
に
事
務

局（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
）に
提
出

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
☎
52
・
３
５
７
７

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
募
集

　
陸
上
自
衛
隊
で
は
高
等
工
科
学
校
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

【
推
薦
採
用
試
験
】

◆
応
募
資
格
　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上

17
歳
未
満
の
男
子
で
、中
学
校
卒
業
者

ま
た
は
平
成
29
年
３
月
に
中
学
校
卒
業

見
込
み
の
生
徒
の
中
か
ら
、成
績
優
秀
か

つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
が

あ
り
、学
校
長
が
推
薦
で
き
る
生
徒

◆
受
付
期
間
　

　
11
月
１
日
㈫
～
12
月
２
日
㈮

【
一
般
採
用
試
験
】

◆
応
募
資
格
　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、15
歳
以
上

17
歳
未
満
の
男
子
で
、中
学
校
卒
業
者

ま
た
は
平
成
29
年
３
月
に
中
学
校
卒
業

見
込
み
の
生
徒

◆
受
付
期
間
　

11
月
１
日
㈫
～

　
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
八
代
出
張
所

　
☎
33･

７
０
０
１

障
害
者
委
託
訓
練
受
講
者
募
集

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校
で
は
障

害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を

行
っ
て
お
り
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
初
歩
か
ら
じ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
習
得
科
】

◆
内
　
容

職
務
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
な
パ
ソ
コ

ン
の
ワ
ー
ド
・エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知
識
や

技
能
を
習
得
し
、資
格
取
得
を
目
指
し

ま
す
。

◆
対
　
象
　

身
体
障
が
い
の
う
ち
上
肢
・
内
部
障
が

い
、精
神
障
が
い
、発
達
障
が
い
、難
病

◆
定
　
員
　
７
人

◆
募
集
期
間

　
11
月
14
日
㈪
～
12
月
28
日
㈬

◆
訓
練
期
間

平
成
29
年
２
月
１
日
㈬
～

　
平
成
29
年
４
月
28
日
㈮

◆
経
費
　

　
テ
キ
ス
ト
代
　
１
万
６
０
０
円

　（
税
抜
き
）程
度

◆
訓
練
場
所
：
株
式
会
社
　
永
正

　（
八
代
市
通
町
６-

23
　
日
東
ビ
ル
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

　
☎
０
９
６
・
３
７
８
・
０
１
２
１

くらしの情報

そ
の
他

募

　
　
　集
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くらしの情報

ご協力お願いします  道路工事および下水道工事に伴う交通規制について

【お問い合わせ先】　建設下水道課
道路工事について：建設係　☎52-5856　下水道工事について：下水道係　☎52-5862

　各地区で道路工事および下水道工事を行うため、全
面通行止めの交通規制があります。
　近隣住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、ご
協力をお願いいたします。

【地図中標記】
　　　　　　　　　　　　　全面通行止め

道路工事による交通規制

下水道工事による交通規制

工事期間：平成29年1月31日まで 工事期間：平成29年2月28日まで

工事期間：平成29年2月28日まで 工事期間：平成29年2月28日まで

工事期間：平成29年2月28日まで

鹿　島

北　川

北鹿野

法道寺

沖　塘

ひろぎ遊水池

やすらぎ荘

北鹿野公民館

法道寺信号

北川公民館

八
代
鏡
宇
土
線

国
道
3号
線

沖塘公民館

県
道
八
代
不
知
火
線



ごみの減量化に ご協力ください。

氷川町役場

●まちへのホットライン

健 52-5852健康福祉課

健保 52-7154健康センター（保健師）

52-5851町民環境課 町環

52-5850企画財政課 企財

総 52-7111総務課

宮原振興局

社会福祉協議会

教育委員会

社協氷川町社会福祉協議会 52-5075

竜北福祉センター 52-5121

地域包括支援センター 62-3456

宮原福祉センター 62-3456学学 62-3313学校教育課

税 52-5853税務課

建 52-5856建設下水道課  建設係

下 52-5862下水道係

出 52-5857出納室

議 52-5858議会事務局

商 62-2315商工観光課

ま 62-2317　まちづくり推進係

総振 62-2311総務振興課

52-5854農業振興課 農振

52-5855農地整備課 農整

52-5861農業委員会 農委 生生 52-5860生涯学習課

給 52-6202学校給食共同調理場

11
2016

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です

ひかりん

ひかりん

No.133 11月号
ひかりん

No.133 11月号

伝 言 板
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皆さまの「ゆずります」「ゆずってください」情報をお受けしていますので、
希望される人は町民環境課（☎52-5851）までご連絡ください。

思いのまゝ に写真展
　4人の気の合った仲間が写真展をすることにな
りました。三神宮、ひな祭り、風景、花を被写体とし
た作品などをまちつくり酒屋と八火図書館に展示
します。また、オカリナの演奏会も行います。

▼  日　　時：11月25日（金）～12月2日（金）
　　　　　　 10時～17時まで
【オカリナ演奏会】

▼  日　　時：11月27日（日）　11時から

氷川愛ラン会花の展示会のご案内
　氷川愛ラン会では熊本地震で被災された皆さま
の心を癒していただくことを目的に「寒蘭」の展示会
を2日間に渡って行います。70鉢から80鉢の蘭を展
示いたします。皆さまぜひお越しください。

▼  日　　時：11月17日（木）　9時～22時
　　　　　　 ※開会式を９時から行います。
　　　　　　 11月18日（金）　9時～16時

▼場所　竜北福祉センター　研修室
問	氷川愛ラン会　会長　勝枝　健一
　 ☎62-3408（自宅）、090-8627-5295（携帯）

空手道場生募集
　新国際空手道連盟 芦原会館 氷川支部では、空手
道場生を募集します。親子会員8組や女性会員も明
るく、楽しく活動されています。週1回の稽古や見学
もできますのでお気軽にお越しください。

▼  対 象 者：原則6歳以上（男女は問いません）

▼  場　　所：宮原体育館

▼  会　　費：2,000円／月（初回のみ入会金2,000円）

▼  活動日時
◦毎週月曜・水曜  19時～20時15分（9時まで自主練可）
◦毎週土曜  8時30分～9時45（10時30分まで自主練可）
※詳細はブログ・フェイスブックをご覧ください。
　http://blogs.yahoo.co.jp/kumamotohikawa（ブログ）
　www.facebook.com/ashiharakaikan.hikawa（フェイスブック）
問	本　村　☎050・5875・8366

問	まちつくり酒屋（宮原振興局前）
　※月曜・国民の祝日は閉館　☎53･5550

問	まちつくり酒屋（宮原振興局前）
　※月曜・国民の祝日は閉館　☎53･5550

おむつケーキ＂かなで＂展
　おむつを束ねて土台にし、お洋服、スタイ（よだれ
かけ）などさまざまなものを入れ、ケーキのようにデ
コレーションしたものです。他にも、ビーズアクセサ
リーなども展示しています。

▼  日　　時：11月4日（金）～11月18日（金）
　　　　　　 10時から17時まで（最終日は15時まで）

　「伝言板」は、町民の皆さま（個人・団体）が非営
利（宗教・政治・営業を除く）で行う文化・学習・ス
ポーツ・まちづくりなどのさまざまな活動の情報
を掲載するコーナーです。

RecycleRecycle

ReduceReduceReuse

情      報
不用品リサイクル

■ 人口（前月比）　（平成28年10月1日現在）

男　性　5,792人　（   7）
女　性　6,584人　（  -7）

総　数 12,376人　　（   0）
世帯数　4,522世帯　（   4）

※「ひとのうごき」への掲載を希望される人は、町民環境課または、宮原振興局総務振興課へ「掲載依頼書」を提出してください。  
     問	町民環境課 戸籍住民係　☎52-5851（直通）

ひとのうごき

10月18日現在 件　数 死　者 傷　者
熊本県内 4657 52 6046

氷川署管内 55 1 69
氷川町 32 1 42

9月30日現在 火　災 救　急
氷川町 4 296

■ 氷川町の火災・救急件数（Ｈ28年1月からの累計）

■ すこやかに

■ やすらかに

■ 熊本県内の交通事故件数・死傷者数（Ｈ28年1月からの累計）

9/  3　野
の じ り

尻　涼
りょうせい

靖　《大輝・美津喜（沖塘）》

9/  8　三
み よ し

好　志
こ こ ろ

路　《浩二・裕子　（新田）》

9/11　木
き も と

本　智
と も や

也　《浩司・由美子（原田）》

9/11　濤
なみおか

岡　輝
て る き

騎　《正宗・彩加（早尾北）》 

9/17　原
は ら だ

田　蘭
らん

　　《史章・杏奈（東上宮）》 

9/19　山
やました

下　紘
ひ ろ と

澄　《将弘・智春（上鹿島）》 

9/  4　上田　精記　（　栫　）
9/  5　早川　中　　（北鹿野）
9/  7　起田マツエ　（北野津）
9/  8　山本　政義　（北鹿野）
9/10　梅田　隆義　（立　神）
9/11　木村フサエ　（上鹿島）
9/11　早川　正光　（北鹿野）
9/17　陳野美枝子　（高　塚）
9/19　赤星九州男　（沖　塘）

9/23　境　　敏子　（西野津）
9/25　井田久美子　（北野津）
9/26　勝枝佐智代　（北野津）
9/26　平﨑　信行　（東上宮）
9/27　稲田　満昭　（東網道）
9/28　田村フサエ　（有　佐）
9/28　田中ヨリ子　（立　石）



ごみの減量化に ご協力ください。

氷川町役場

●まちへのホットライン

健 52-5852健康福祉課

健保 52-7154健康センター（保健師）

52-5851町民環境課 町環

52-5850企画財政課 企財

総 52-7111総務課

宮原振興局

社会福祉協議会

教育委員会

社協氷川町社会福祉協議会 52-5075

竜北福祉センター 52-5121

地域包括支援センター 62-3456

宮原福祉センター 62-3456学学 62-3313学校教育課

税 52-5853税務課

建 52-5856建設下水道課  建設係

下 52-5862下水道係

出 52-5857出納室

議 52-5858議会事務局

商 62-2315商工観光課

ま 62-2317　まちづくり推進係

総振 62-2311総務振興課

52-5854農業振興課 農振

52-5855農地整備課 農整

52-5861農業委員会 農委 生生 52-5860生涯学習課

給 52-6202学校給食共同調理場

11
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毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です

ひかりん

ひかりん

No.133 11月号
ひかりん

No.133 11月号
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火 1
水 2
木 3
金 4 　 「次世代」育成推進フォーラムin氷川町　13:30～16:30　氷川町公民館

土 5 　　第12回氷川町文化祭　9:00～17:00　竜北体育センター

日 6 　　第12回氷川町文化祭　9:00～16:00　竜北体育センター

月 7
火 8 　　　農業委員会総会　13:30～　氷川町役場大会議室

水 9
木 10 　　　　町県民税（特徴分）口座振替日

金 11
土 12
日 13
月 14
火 15 　 「あいさつ運動」一斉行動の日

水 16
木 17
金 18
土 19

日 20
　　　資源物分別収集

　　　健康づくり大会　12:30～16:00　文化センター

月 21
火 22
水 23
木 24 　　献血  9:30～12:00　道の駅「竜北」、13:40～16:00　宮原振興局

金 25
　　　　集合税ほか納期日・口座振替日

　　　農地法申請締切

　　ふれあい大学体育祭　9:30～15:00　竜北体育センター

土 26
日 27

月 28
　　　メンタルヘルス相談　14:00～17:00　健康センター

　　　心配ごと相談（要予約）　13:30～16:00　宮原福祉センター

火 29
水 30 　　氷川町小・中学校研究発表会　13:00～　宮原小学校および氷川中学校

木 31

子どもカレンダー

福祉センター休館日

休日在宅医

♥母子健康手帳交付・健康相談
　　毎週月曜  8：30～12：00　健康センター

♥もぐもぐ教室（対象：H28.3～6月生）
　　16日（火）10:00～　健康センター

♥4ヶ月・7ヶ月児健診
　（対象：H28.7月生・H28.4月生）
　　22日（火）12:30～　健康センター

♥5歳児健診
　（対象：常葉保育所および浄立寺保育園年中児）
　　25日（金）12:30～　健康センター

♥1歳児6ヶ月・1歳児健診
　（対象：H27.4～5月生・H27.11月生）
　　29日（火）12:30～　健康センター

♠竜北福祉センター
　7日・14日・21日・27日・28日

♠宮原福祉センター
　6日・13日・20日・27日

3日

6日

13日

20日

23日

27日

武内外科胃腸科医院
丸田医院
荒木皮ふ科医院
和田内科医院
黒田耳鼻咽喉科医院
緒方内科医院
井上医院
保田医院
よかと整形外科リウマチクリニック
前田内科医院
上村整形外科医院
松本医院

☎52-7811
☎46-0027
☎52-8777
☎52-1860
☎52-8787
☎62-2013
☎65-2121
☎52-0037
☎46-8110
☎52-1310
☎62-3377
☎52-0330

休
館
日

生

生

生

学

学

学

健

社協

農委

農委

町環
健保

健保

C a l e n d a r

出 税

出 税

※休日在宅医院は先生方の都合により変更になる場
合があります。確認をお願いします。

　八代郡医師会 ☎52-2233

外科

外科

外科

外科

外科

外科

内科

内科

内科

内科

内科

内科
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はホームページでも見られます。

本紙は全ページ再生紙を使用しています。URL/http://www.hikawacyou.hinokuni-net.jp/
広報ひかわは環境保護印刷
「水なし印刷」で印刷しています。

このコーナーでは、お子さまの写真を紹介してくれる人を募集しています！

詳しくは氷川町ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

次回は12月生まれのアイドルたちを紹介します！（締切日：11月8日（火））

お問い合わせ先：氷川町役場　総務課　☎0965-52-7111

氷川町に住む11月で１歳になるアイドルをご紹介します！

新垣 千紗ちゃん（左）
しん がき ち    さ

新垣 史緒ちゃん（右）
しん がき し　 お

平成27年11月24日生まれ（西上宮）

お父さん：慶史さん
お母さん：千鶴さん

森本 結菜ちゃん（下鹿島）
もり もと ゆ　な

平成27年11月23日生まれ

お父さん：勝さん
お母さん：麻奈美さん

澤田 佳歩ちゃん（町）
さわ  だ か　ほ

平成27年11月15日生まれ

お父さん：寛史さん
お母さん：由依さん

森井賢太郎くん（桜ヶ丘）
もり   い けん  た   ろう

平成27年11月16日生まれ

お父さん：志門さん
お母さん：智恵さん

岐阜の
じいちゃんばあちゃん、
また遊びに
行くけんね!!♪みなさんに

可愛がっていただき
幸せです！♪

ねぇねぇ、いっぱい
遊んでくれてありがとう♪

元気いっぱい！♪

　9月10月はイベントが多くあり私も至る所に取材へと足を運ばせて頂きました。
　さて今月掲載いたしました宮原三神宮秋季例祭。先月に引き続き、広報担当として恥ずかしいばかりですが初めて参加させていただきま
した。祭の規模もさることながら私が最も驚いたのは、関係するすべての地区がそれぞれに役割を持ち、一丸となって祭事を進める姿で
す。これほどまでに共通意識を持ち進められている祭りに、歴史の深さと氷川町の誇れる姿をまた一つ実感しました。




